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包括的な Total Knee System 

U2 Knee System は膝関節の可動における機能を回復させるために設計された Total Knee 
System です。

2005 年に U2 Knee System が発売されて以来、世界 40 ヵ国以上で数万件もの症例で使用され
ています。U2 Knee は 10 年の追跡調査において、生存率は 97.7% であり、優れた長期成績を収
めています [1]。

United 社は、患者の痛みを和らげ、膝の機能を改善できるようにデザインされた整形外科用インプ
ラントや器械を、より効果的で正確にご利用いただけるよう努めています。

製品情報

INDICATIONS

U2 Total Knee System は関節リウマチ、変形性関節症、一次性または二次性の外傷性関節炎、多発性関節炎、コラーゲン
障害、大腿骨顆部の血流阻害による骨壊死または偽痛風、特に膝蓋大腿関節部のびらん、機能不全または過去の膝蓋骨切除術、
中等度の外反、内反、または屈曲変形がある外傷による関節構成の喪失がある、重度の膝の痛みと障害を伴い、骨格的に成熟
した患者の痛みの軽減、緩和および / または膝関節の機能改善のための膝関節人工関節置換術に使用することを想定されてい
ます。  

この製品には Cruciate Retained (CR) インサートタイプ、Posterior Stabilized (PS) インサートタイプ、Ultracongruent 
(UC) インサートタイプが含まれます。CR および UC インサートタイプは、CR 大腿骨コンポーネントと併用するよう、PS
インサートタイプは PS 大腿骨コンポーネントと併用するようデザインされています。

この製品は単回使用のインプラントであり、骨セメントと組み合わせての使用のみを目的としています。

禁忌、警告、注意事項、およびこれらに限定されない重要な製品情報については、添付文書を参照してください。
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U2 Knee System Overview
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U2 Knee System Overview U2 Knee AiOTM

All-in-One Sizing & Resection Block

アンテリアリファレンス、
ポステリアリファレンスのどちらの
テクニックにも対応

1 つのブロックで 13 サイズすべての
前方、後方の大腿骨骨切りに対応

Patent No. US9974547

U2 Knee MDTTM

Single-Use Modular Disposable Trial

滅菌済み、単回使用のトライアルセット
術野内の器械点数を減らし、また器械洗浄 / 滅菌コストが
削減されます

V



United Orthopedic

VI

A. 大腿骨遠位の骨切除

F. トライアルによる
仮整復

G. CR ペグ穴の準備

H. PS ボックスの準備

B. 脛骨近位の骨切除 C. 伸展ギャップの評価

手術手技 Overview
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I. 脛骨近位の準備 K. インプランテーションJ. オンセットパテラの
準備

D. 大腿骨のサイジングおよびシャンファーの骨切除 E. 伸展・屈曲ギャップの
確認
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ﾋﾟﾝ ｱｲﾃﾑ 数量 主な目的 互換性のあるﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

ｽﾚｯﾄﾞﾋﾟﾝ
30 mm 6

骨切りガイドを骨に固
定するために使用しま
す。

ｸｲｯｸﾋﾟﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

ｽﾚｯﾄﾞﾋﾟﾝ
50 mm 4

ﾗｳﾝﾄﾞﾋﾟﾝ
75 mm 5

カッティングブロック
の位置決めと再位置決
め用に設計されていま
す。
挿入前に 3.2mm 径ド
リルで事前に孔を開
け、ピンエクストラク
ターで抜去します。

3.2 mm 径ﾄﾞﾘﾙ

ﾋﾟﾝ ｴｸｽﾄﾗｸﾀｰ

ﾍｯﾄﾞﾋﾟﾝ
33 mm 4

トライアルコンポーネ
ントを固定するために
使用します。
ヘッドピンインパクタ
ーとスロット付ハンマ
ーを使用して、挿入、
抜去を行います。

ﾍｯﾄﾞﾋﾟﾝ ｲﾝﾊﾟｸﾀｰ

ｽﾛｯﾄ付ﾊﾝﾏｰ

ピン使用手引き
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トライアル機器の互換性
Modular Disposable Trials (MDT)
大腿骨トライアルセット（CR/PS）は、13 サイズすべての大腿骨トライアルを選択できます。
滅菌済みのパッケージ内には、大腿骨トライアルコンポーネントを CR から PS に変更するた
めの CR ノッチトライアルと、PS ボックストライアルが含まれています。ディスポーザブルの
PS ノッチカッティングジグも同梱されています。

脛骨トライアルセット（CR、PS および UC）は、7 つのサイズの脛骨トライアルと、9mm の
インサートトライアル、3 つの 2mm スペーサー、および 1 つの 3mm スペーサーと、CR イン
サートトライアルを PS インサートトライアルに変換できる PS ポストが同梱されています。

膝蓋骨トライアルセット（オプション）は全てのサイズの膝蓋骨トライアルが選択できます。
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大腿骨遠位の骨切除

ｽﾃｯﾌﾟﾄﾞﾘﾙ φ 8mm IM ﾛｯﾄﾞ 400mm ﾌｪﾓﾗﾙ IM ｱﾗｲﾒﾝﾄｶﾞｲﾄﾞ

        Instruments

A.
大腿骨髄腔へのアクセス
標準的な大腿骨の刺入ポイントは、インターコンディラーノッチの中心よりわずかに内側、
かつ PCL 起始部より約 5 ～ 7mm 前方に位置します。

ステップドリルφ 8mm を使用して、大腿骨髄腔への開口部を作成します。大腿骨髄腔に
向けて約 10cm まで近位に挿入します。これにより IM ロッドの挿入時に大腿骨髄腔内に
かかる圧を減圧することできます。

大腿骨外反角の設定
フェモラル IM アライメントガイドを使用して、大腿骨遠位の
骨切除角度を設定します。 患側に合わせて、アライメント
ガイドの L（Left）または R（Right）がアライメント
ガイドの上部に見えるよう回してセットします。

外反角は 11°まで調整可能です。理想的な外反角は
術前計画に従って決定してください。

左

外反角 6°
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IM ロッドハンドル、IM ロッド、およびフェモラル IM アライメントガイドを組み立て、
大腿骨髄腔の最狭部の先まで徒手的に挿入します。

組み立てた器械を大腿骨遠位から挿入し、所定の位置に設置後、アライメントガイドの手
前側先端のロックノブを回してアライメントガイドを IM ロッドに固定します。必要に応じ
て、外反角ダイヤルを回してさらに調整します。

アライメントガイドが大腿骨遠位にしっかりと設置されたら、スレッドピンを使用してア
ライメントガイド全体を固定します。

大腿骨遠位の骨切除

IM ﾛｯﾄﾞﾊﾝﾄﾞﾙ IM ﾛｯﾄﾞ 400mm ﾌｪﾓﾗﾙ IM ｱﾗｲﾒﾝﾄｶﾞｲﾄﾞ ｽﾚｯﾄﾞﾋﾟﾝ
30mm/50mm

        Instruments

A.

リリースボタン

回してロック

スレッドピンで固定
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大腿骨遠位の骨切除

ﾌｪﾓﾗﾙ ﾃﾞｨｽﾀﾙ
ｱﾗｲﾒﾝﾄｶﾞｲﾄﾞ

ﾌｪﾓﾗﾙ ﾃﾞｨｽﾀﾙ
ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ

EM ｱﾗｲﾒﾝﾄﾀﾜｰ ｱﾗｲﾒﾝﾄﾛｯﾄﾞ

        Instruments

A.
大腿骨遠位の骨切除
フェモラル ディスタル アライメントガイドとフェモラル ディスタル リセクションガイド
をフェモラル IM アライメントガイドに装着します。

図の様に、EM アライメントタワーの「F」側（大腿骨側）をフェモラル ディスタル アラ
イメントガイドに挿入します。

アライメントロッドを使用して適切な
機能軸を決定することができます。

ﾌｪﾓﾗﾙ IM
ｱﾗｲﾒﾝﾄｶﾞｲﾄﾞ
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大腿骨遠位骨切りガイドの前面にある「0」とマークされたピンホールに 3.2mm 径ドリル
で下穴を開け、2 本のラウンドピンを用いて骨切りガイドを固定します。

フェモラル IM アライメントガイドのスレッドピンを取り外します。IM ロッドハンドルを
手前に引いて、フェモラル ディスタル リセクションガイドを外します。

大腿骨遠位の骨切除

3.2mm 径ﾄﾞﾘﾙ ﾗｳﾝﾄﾞﾋﾟﾝ 75mm ｽﾚｯﾄﾞﾋﾟﾝ 
30mm/50mm

ﾌｪﾓﾗﾙ ﾃﾞｨｽﾀﾙ
ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ

ﾌｪﾓﾗﾙ IM
ｱﾗｲﾒﾝﾄｶﾞｲﾄﾞ

IM ﾛｯﾄﾞﾊﾝﾄﾞﾙ

        Instruments

A.

ラウンドピン
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大腿骨遠位の骨切除

ﾌｪﾓﾗﾙ ﾃﾞｨｽﾀﾙ
ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ

ﾗｳﾝﾄﾞﾋﾟﾝ 75mm ｽﾚｯﾄﾞﾋﾟﾝ
30mm/50mm

        Instruments

A.
フェモラル ディスタル リセクションガイドは、骨切りを追加できるように、+2 mm / 
+4 mm のピンホールが設けられています。

大腿骨遠位の骨切りを行う前に、スレッドピンを少なくとも 1 本追加挿入し、骨切りガイ
ドを安定的に固定します。次に、標準の 0.050 インチ（1.27mm）厚のソー・ブレードを
用いて、大腿骨遠位部の骨切除を行います。

スレッドピンで固定
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脛骨近位の骨切除

ﾃｨﾋﾞｱﾙ
ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ

ﾃｨﾋﾞｱﾙ EM
ｱﾗｲﾒﾝﾄｶﾞｲﾄﾞ

        Instruments

B.
脛骨髄外アライメント法
ティビアル リセクションガイド 0°（L or R）を、ティビアル EM アライメントガイドに
装着します。

ティビアル
リセクションガイド 0°

クイックリリースボタン
（押してリリース）

右

左

A / P ロッキングノブ
（回してロック）
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脛骨近位の骨切除

ﾃｨﾋﾞｱﾙ ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ ﾃｨﾋﾞｱﾙ EM ｱﾗｲﾒﾝﾄｶﾞｲﾄﾞ ﾗｳﾝﾄﾞﾋﾟﾝ 75mm 3.2mm 径ﾄﾞﾘﾙ

        Instruments

B.
膝関節を 90 度屈曲させ、ティビアル EM アライメントガイドの足関節クランプを、足関
節周辺に設置します。

高さロッキングノブを回して調整用ロックを解除し、ティビアル EM アライメントガイド
をおおよその脛骨の長さに調整します。

ティビアルリセクションガイ
ドの中央の溝を脛骨結節の内
側 3 分の 1 に合わせます。

バーティカルスロットに
3.2mm径ドリルで下穴を開け、
ラウンドピンで近位側の回旋を
固定します。

ラウンドピン

高さロッキングノブ

Unlocked Locked
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脛骨近位の骨切除

ﾃｨﾋﾞｱﾙ ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ ﾃｨﾋﾞｱﾙ EM ｱﾗｲﾒﾝﾄｶﾞｲﾄﾞ

B.
A / P ロッキングノブをスライドさせ、矢状面から脛骨軸と平行になるよう、ティビアル
EM アライメントガイドを調整します。

内 / 外反調整レバーを時計回り、または反時計回りに回し、冠状面で脛骨軸と平行になる
まで調整します。次に、内 / 外反調整レバーのノブをロック位置（まっすく伸ばす）に設
定し、ティビアル EM アライメントガイドを正しい位置に固定します。

        Instruments

5。 5。

回して調整 真っすぐ
伸ばしてロック

内 / 外反調整レバー

 Note: 
	� U2 Knee システムの CR/PS インサート

には 5°の後方傾斜が組み込まれている
ため、0°の近位脛骨骨切りが推奨されま
す。
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脛骨近位の骨切除

ﾃｨﾋﾞｱﾙ用ｽﾀｲﾗｽ ﾃｨﾋﾞｱﾙ ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ ﾃｨﾋﾞｱﾙ EM ｱﾗｲﾒﾝﾄｶﾞｲﾄﾞ

        Instruments

B.
適正な脛骨切除位置を決定するには、ティビアル用スタイラスをカッティングスロットに
挿入し、スタイラスの先端を脛骨プラトーの適切な位置に配置します。

スタイラスのハンドルを回転させ、スタイラス先端から 2 mm または 9 mm の骨切りライ
ンの設定が可能です。

適正な骨切り位置が決定したら、ティビアル用スタイラスを取り外す前に、高さ固定ノブ
を回して適切な高さに固定します。

2mm のスタイラス先端は、最もダ
メージを受けた脛骨関節面からの骨
切除量を最小限にするために使用し
ます。

9 mm のスタイラス先端は、最
もダメージを受けていない脛骨
関節面から 9 mm の位置に骨切
りラインを設定するために使用
します。
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脛骨近位の骨切除

        Instruments

B.
ティビアル用スタイラスを取り外します。

3.2mm 径ドリルでティビアルリセクションガイドの前面にある「0」とマークされたピンホー
ルに下穴を開け、2 本のラウンドピンを挿入してティビアルリセクションガイドを固定します。

よりしっかり固定するため、追加のスレッドピンをアングルドホールから挿入する事ができます。

ティビアルリセクションガイドの位置を決定し、ティビアル EM アライメントガイドを取
り付けたまま、または取り外しても、どちらでも骨切除を行う事ができます。

ラウンドピン

スレッドピンで固定

 Optinal: 
	 �必要に応じて、脛骨を骨切除する前に、EM

アライメントタワーの「T」側（脛骨側）をテ
ィビアルリセクションガイドに挿入し、アラ
イメントロッドを使用してアライメントを再
確認する事が可能です。

ﾃｨﾋﾞｱﾙ ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ ﾗｳﾝﾄﾞﾋﾟﾝ 75mm ｽﾚｯﾄﾞﾋﾟﾝ 
30mm/50mm

EM ｱﾗｲﾒﾝﾄﾀﾜｰﾃｨﾋﾞｱﾙ EM ｱﾗｲﾒﾝﾄｶﾞｲﾄﾞ ｱﾗｲﾒﾝﾄﾛｯﾄﾞ
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伸展ギャップの評価

ｷﾞｬｯﾌﾟｹﾞｰｼﾞ 9/11mm ｱﾗｲﾒﾝﾄﾛｯﾄﾞ

        Instruments

C.
伸展時の評価を適切にするために、必要に応じて骨棘、半月板、またはその他の軟部組織
を取り除きます。

膝を屈曲させ、適切な高さのギャップゲージ 9/11mm を挿入し、膝の伸展ギャップを確
認します。アライメントロッドを使用して、骨切除レベルの評価が可能です。

18mm ＝ 9mm 脛骨インサートの厚さ
＋ 9mm 大腿骨コンポーネントの厚さ

20mm ＝ 11mm 脛骨インサートの厚さ
＋ 9mm 大腿骨コンポーネントの厚さ

18 mm

20 mm
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+4mm、または +9mm ブロックをギャップゲージ 9/11mm と組み合わせて、適切なテ
ンションを確認し、伸展ギャップを評価する事が可能です。

大腿骨の AP 切除後の屈曲ギャップの評価にもギャップゲージを使用できます。

伸展ギャップの評価

ｷﾞｬｯﾌﾟｹﾞｰｼﾞ 13/15mm ｷﾞｬｯﾌﾟｹﾞｰｼﾞ 18mm

        Instruments

C.

9 mm + 4 mm
= 13 mm 脛骨コンポーネントの厚さ

9 mm + 9 mm
= 18 mm 脛骨コンポーネントの厚さ

11 mm + 4 mm
= 15 mm 脛骨コンポーネントの厚さ
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        Instruments

大腿骨のサイジングおよ
びシャンファーの骨切除

D.

AiO ﾌﾞﾛｯｸ ｽﾚｯﾄﾞﾋﾟﾝ
30mm/50mm

ｷﾞｬｯﾌﾟｽﾍﾟｰｻｰ

スレッドピンで固定

リファレンスホール

外旋角用ノブ　　
ロッキングノブ

初期固定用ホール

後方パドル

アンテリアリファレンス用
ホール

ポステリアリファレンス用
ホール

微調整ノブ　　　　

 Optinal: 
	 �片側の後顆が過度に欠損している場合

は、1mm または 2mm のギャップスペ
ーサーを使用して、理想的な後顆の厚み
に調整してください。

AiO ブロックの配置
AiO ブロックの微調整ノブが「0」を指していることを確認してください。大腿骨後顆に
AiO ブロックの後方パドルを当てた状態で、骨切除した大腿骨遠位面に設置します。次に、
AiO ブロックを後方パドルと同じパーツの初期固定用ホールに 2 本のスレッドピン 30mm
を挿入し固定します。
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AiO ﾌﾞﾛｯｸ ｽｸﾘｭｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

        Instruments

大腿骨のサイジングおよ
びシャンファーの骨切除

D.

外旋角を決定する
スクリュードライバーを使用し、AiO ブロックの外旋角用ノブを回転させ、
Transepicondylar Axis と Whiteside's Line を基準として外旋角を調整します。AiO ブ
外旋角用ノブにあるマーキングは後顆に対する外旋角を示し、3°から 7°まで 1°刻みで
調整できます。

Transepicondylar Axis に対して平行 Whiteside's Line に合わせる
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        Instruments

大腿骨のサイジングおよ
びシャンファーの骨切除

D.

AiO ﾌﾞﾛｯｸ ﾌｪﾓﾗﾙ用ｽﾀｲﾗｽ

大腿骨のサイジング
フェモラル用スタイラスのハンドルをロック解除方向（ハンドルから見て反時計回り）に
回します。次にスタイラスを AiO ブロック最上部のスロットに挿入し、スタイラスハンド
ルをロック方向（ハンドルから見て時計回り）に回します。

フェモラル用スタイラスの先端を前方の大腿骨皮質骨の最も低い位置に設置すると、フェ
モラルコンポーネントのサイズを AiO ブロックのサイズパネルで確認できます。AiO ブロ
ックが正確なサイズを示し、全体的に適切な位置に設置されている場合は、前後の大腿骨
切除に進みます。もし、AiO ブロックが正確なサイズを示しておらず、サイズとサイズの
中間を示している場合や、全体的な位置が適切でない場合は、アンテリアリファレンス、
またはポステリアリファレンスにて調整を行います。

ロック方向に回す

“0”

前方皮質骨の最も低い位置

サイズパネル
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AiO ﾌﾞﾛｯｸ ｽﾚｯﾄﾞﾋﾟﾝ
30mm/50mm

ｽｸﾘｭｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

        Instruments

大腿骨のサイジングおよ
びシャンファーの骨切除

D.

微調整
アンテリアリファレンスによる骨切除位置の微調整：
アンテリアリファレンス用ホールの一方または両方に、スレッドピンを挿入して、AiO ブ
ロックを固定します。
スクリュードライバーを使用して、計測したサイズと一致するまで、微調整ノブを回して、
大腿骨後方の骨切除スロットを適切な位置に調整します。
微調整ノブにて調整した骨切除レベルは、標準の 9mm 切除に対して後顆切除量が変化す
るという点に注意してください。

適切なサイズが決定したら、スクリュードラ
イバーでロッキングノブをロック位置まで回
し、前方の骨切除スロットを固定します。

スレッドピンで固定

後顆の骨切除を 1mm 追加
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        Instruments

大腿骨のサイジングおよ
びシャンファーの骨切除

D.

AiO ﾌﾞﾛｯｸ ｽﾚｯﾄﾞﾋﾟﾝ
30mm/50mm

ﾌｪﾓﾗﾙ用ｽﾀｲﾗｽ ﾘｾｸｼｮﾝ ﾁｪｯｸﾌﾞﾚｰﾄﾞ

フェモラル用スタイラスを取り外し、アンテリアリファレンス用ホールとポステリアリフ
ァレンス用ホールにスレッドピンを挿入して AiO ブロックを骨切り面に固定し、大腿骨前
方と後方の骨切除を行います。

必要に応じ、骨切除の前にリセクションチェックブレードを使用して骨切除位置を確認し
てください。
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AiO ﾌﾞﾛｯｸ ﾘｾｸｼｮﾝ ﾁｪｯｸﾌﾞﾚｰﾄﾞ

        Instruments

大腿骨のサイジングおよ
びシャンファーの骨切除

D.

ポステリアリファレンスによる骨切除位置の微調整 :
微調整ノブが「0」を指していることを確認してください。これにより後顆からの骨切除量
がインプラントと同じく 9mm 厚となることを示します。次にフェモラル用スタイラスを
取り外します。大腿骨前方の骨切除スロットをスライドし、サイズパネル上の適切なサイ
ズに合わせます。

骨切除の前にリセクションチェックブレードを使用して骨切除位置を確認してください。

“0”
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        Instruments

大腿骨のサイジングおよ
びシャンファーの骨切除

D.

AiO ﾌﾞﾛｯｸ ｽﾚｯﾄﾞﾋﾟﾝ
30mm/50mm

ｽｸﾘｭｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

適切なサイズが決定したら、スクリュードライバーでロッキングノブをロック位置まで回
し、前方の骨切除スロットを固定します。

アンテリアリファレンス用ホールとポステリアリファレンス用ホールにスレッドピンを挿
入して AiO ブロックを骨切り面に固定し、大腿骨前方と後方の骨切除を行います。
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AiO ﾌﾞﾛｯｸ ｽｸﾘｭｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

        Instruments

大腿骨のサイジングおよ
びシャンファーの骨切除

D.

微調整
適切なサイズを選択しても、望ましい骨切除位置が得られないことがあります。その場合
は、わずかに前後の骨切除量を再設定することができます。ロッキングノブをロック位置
にした状態で、スクリュードライバーを使用して微調整ノブを時計回りに回すと、前方の
カットが小さくなり、後方のカットが大きくなります。 逆に、微調整ノブを反時計回りに
回転させると、前方のカットが大きくなり、後方のカットが小さくなります。調整範囲は、
後顆からの骨切除量の 9mm に対して + 2 mm ～ ー 2 mm です。

時計回り : 
前方がより小さく、

後方がより大きい骨切除

反時計回り : 
前方がより大きく、

後方がより小さい骨切除
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        Instruments

大腿骨のサイジングおよ
びシャンファーの骨切除

D.

3.2mm ﾄﾞﾘﾙ ﾌｪﾓﾗﾙ ｼｬﾝﾌｧｰ
ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ

シャンファーカット
AiO ブロックを取り外す前に、フェモラル シャンファー リセクションガイド用に 3.2mm
径ドリルでリファレンスホールに 2 つの下穴を開けます。

選択されたサイズのフェモラル シャンファー リセクションガイドのペグを事前に明けた下
穴に挿入します。
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ﾌｪﾓﾗﾙ ｼｬﾝﾌｧｰ
ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ

ﾌｪﾓﾗﾙ ｼｬﾝﾌｧｰ ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ
ｴｸｽﾄﾗｸﾀｰ

ｽﾚｯﾄﾞﾋﾟﾝ
30mm/50mm

ﾓｼﾞｭﾗｰ式ﾊﾝﾄﾞﾙ ｽﾛｯﾄ付ﾊﾝﾏｰ

        Instruments

大腿骨のサイジングおよ
びシャンファーの骨切除

D.

フェモラル シャンファー リセクションガイドをスレッドピンで固定し、シャンファーの骨
切除を行います。

フェモラル シャンファー リセクションガイドはフェモラル シャ
ンファー リセクションガイドエクストラクターとモジュラー式ハ
ンドルを組み合わせて抜去が可能です。

左からスライドさせてリセクション
ガイドを保持

 Note: 
	� 中間の大腿骨サイズは、整数サイズのフェモ

ラルシャンファーリセクションガイドを使用
します。

	 例：サイズ 3.5 とサイズ 3 は、ともにサイズ	
	 3 のフェモラル シャンファー リセクション　　　
　 ガイドを使用します。

スレッドピンで固定
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伸展・屈曲ギャップの確
認

E.

伸展と屈曲のギャップはギャップゲージで評価できます。まず 9mm ギャップゲージを用
いて伸展ギャップと屈曲ギャップを評価します。9mm より大きなギャップ評価が必要な場
合は、ギャップゲージブロックを組み合わせて、再度評価します。厚さの範囲は 9mm ～
18mm となります。屈曲、伸展のギャップが最適であれば、フェモラルトライアルとティ
ビアルベースプレートトライアルを挿入し、包括的な膝関節の可動性と、相対的なインプ
ラント位置を確認します。

        Instruments

 Note: 
	� アライメントロッドをギャップゲージハンドル部に挿入して、
	 屈曲、伸展でのアライメントを評価する事ができます。

ｱﾗｲﾒﾝﾄﾛｯﾄﾞ

18mm ＝ 9mm 脛骨インサートの厚さ
＋ 9mm 大腿骨コンポーネントの厚さ

20mm ＝ 11mm 脛骨インサートの厚さ
＋ 9mm 大腿骨コンポーネントの厚さ

18 mm

20 mm

ｷﾞｬｯﾌﾟｹﾞｰｼﾞ 9/11mm
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        Instruments

MDT
ﾌｪﾓﾗﾙ

ﾄﾗｲｱﾙｾｯﾄ

MDT
ﾃｨﾋﾞｱﾙ

ﾄﾗｲｱﾙｾｯﾄ

トライアルによる仮整復F.
Modular Disposable Trial (MDT) 使用時
選択したフェモラルコンポーネントのサイズに基づいて、適切な Modular Disposable 
Trial （MDT）を開封します。

まず、CR ノッチトライアルを MDT フェモラルトライアルに接続します。CR を選択する
場合は、CR ノッチトライアルをそのまま残します。PS を選択する場合は、CR ノッチト
ライアルを PS ボックスカット時に取り除き、PS ボックストライアルに入れ替えます。

必要なインサートトライアルの厚さを決定するため、2mm または 3mm のスペーサーを
積み重ねることができます。さらに、PS ポスト トライアルを使用して、CR インサー
トトライアルを PS インサートトライアルに変換できます。

PS ボックストライアル
PS ボックスカット後に使用

2 mm スペーサー
3 mm スペーサー

9 mm 11 mm
= 9 + 2

13 mm
= 9 + (2 x 2)

15 mm
= 9 + (2 x 3)

18 mm
= 9 + (2 x 3) + 3

CR ノッチトライアル
CR 使用時と、PS 使用時の
PS ボックスカット前で使用

PS ポストトライアル
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Reusable トライアル使用時
適切な Reusable のトライアルを選択します。

フェモラルコンポーネントトライアル

ティビアルコンポーネントトライアル

インサートトライアル

CR フェモラルトライアル

CR インサートトライアル UC インサートトライアル PS インサートトライアル

PS フェモラルトライアル
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MDT
ﾌｪﾓﾗﾙ

ﾄﾗｲｱﾙｾｯﾄ

トライアルによる仮整復

ﾌｪﾓﾗﾙﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

        Instruments

F.
Modular Disposable Trial (MDT) 使用時
フェモラルドライバーは、フェモラルトライアルの正確な位置決めのために使用します。

フェモラルドライバーのハンドルを反時計回りに回転させ、ネジ部分を緩めます。フェモ
ラルトライアルをドライバーに取り付け、ハンドルを時計回りに回転させて固定します。
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トライアルによる仮整復

CR ﾌｪﾓﾗﾙ ﾄﾗｲｱﾙ PS ﾌｪﾓﾗﾙ ﾄﾗｲｱﾙ ﾌｪﾓﾗﾙﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

        Instruments

F.

フェモラルドライバーのハンドルを反時計回りに回転させ、ネジ部分を緩めます。フェモ
ラルトライアルをドライバーに取り付け、ハンドルを時計回りに回転させて固定します。

Reusable トライアル使用時
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トライアルによる仮整復

ﾌｪﾓﾗﾙﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ ﾍｯﾄﾞﾋﾟﾝ ﾃｨﾋﾞｱﾙ
ｻｲｼﾞﾝｸﾞﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ

        Instruments

F.
Modular Disposable Trial (MDT) 使用時
選択したサイズの CR フェモラルトライアルをフェモラルドライバーに接続します。
軽くインパクションしながら、準備された大腿骨にフェモラルトライアルを設置します。

ティビアル サイジングテンプレートを使用し、適切な
Modular Disposable トライアルサイズを決定します。

ヘッドピンを追加して、
Disposable トライアルを更に
強固に固定する事が可能です。

MDT
ﾌｪﾓﾗﾙ

ﾄﾗｲｱﾙｾｯﾄ

 �Caution:   
	� フェモラルドライバーはファイナルインパクタ

ーではなく、インプラントとトライアルを設置
する時のために設計されています。
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ﾌｪﾓﾗﾙﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

Reusable トライアル使用時
準備された大腿骨に CR フェモラルトライアルを設置します。

仮整復終了後、フェモラルドライバーのハンドルにある金色のボタンを押し、内蔵された
スライドハンマーでフェモラルトライアルを取り外すことができます。

トライアルによる仮整復F.

 Note: 
	� 金色のボタンを押すと内蔵のスラ

イディングハンマーとして使用で
きます。

ﾌｪﾓﾗﾙﾄﾗｲｱﾙ

        Instruments



United Orthopedic

31

トライアルによる仮整復

ﾃｨﾋﾞｱﾙ ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ
ﾄﾗｲｱﾙﾊﾝﾄﾞﾙ

ｱﾗｲﾒﾝﾄﾛｯﾄﾞ ﾃｨﾋﾞｱﾙ ｲﾝｻｰﾄ
ﾄﾗｲｱﾙﾊﾝﾄﾞﾙ

        Instruments

F.
ティビアル ベースプレート トライアル
ハンドルに、ティビアルベースプレート
トライアルを接続し、9mm インサート
トライアルをティビアルベースプレート
トライアルの上に乗せ、切除した脛骨の
上面に設置します。

アライメントロッドを
使用し、アライメント
を再確認する事が可能
です。

アライメントロッドを
使用し、アライメント
を再確認する事が可能
です。

Reusable トライアル使用時

Modular Disposable Trial 
(MDT) 使用時

MDT
ﾃｨﾋﾞｱﾙ

ﾄﾗｲｱﾙｾｯﾄ
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ﾌｪﾓﾗﾙﾄﾗｲｱﾙ ﾃｨﾋﾞｱﾙ
ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄﾄﾗｲｱﾙ

ﾃｨﾋﾞｱﾙ
ｲﾝｻｰﾄﾄﾗｲｱﾙ

        Instruments

適切なアライメントを決定するため、全
てのトライアルコンポーネントを使用し
て仮整復を行います。ティビアルコンポ
ーネントの回旋を決定し、ランドマーク
を骨にマーキングします。

必要に応じて、ティビアル インサート
トライアルハンドルを使用し、インサー
トトライアルの厚みを変更し、屈曲、伸
展ギャップを評価します。
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CR ペグ穴の準備

ﾌｪﾓﾗﾙ ﾍﾟｸﾞﾄﾞﾘﾙ

        Instruments

G.
Modular Disposable Trial (MDT) 使用時
フェモラル ペグドリルを使用して、CR フェモラルトライアルにペグ穴をあけます。

MDT
ﾌｪﾓﾗﾙ

ﾄﾗｲｱﾙｾｯﾄ
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Reusable トライアル使用時
フェモラル ペグドリルを使用して、CR フェモラルトライアルにペグ穴をあけます。

CR ﾌｪﾓﾗﾙﾄﾗｲｱﾙ

        Instruments

ﾌｪﾓﾗﾙ ﾍﾟｸﾞﾄﾞﾘﾙ
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PS ボックスの準備

        Instruments

H.
Modular Disposable Trial (MDT) 使用時の
PS ノッチカッティングジグの位置決め
フェモラル トライアルを大腿骨に残したまま、CR ノッチトライアルを取り外します。

PS ノッチカッティングジグをフェモラル トライアルに取り付けます。固定性を確保する
ため、必要に応じて最大 3 本のスレッドピンでジグを固定します。

スレッドピンで固定

MDT
ﾌｪﾓﾗﾙ

ﾄﾗｲｱﾙｾｯﾄ

ｽﾚｯﾄﾞﾋﾟﾝ
30 mm/50 mm
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Reusable トライアル使用時の
PS ノッチカッティングジグの位置決め
CR フェモラルトライアルが適切な位置にある状態で、PS カッティングジグドリルガイド
を片方の固定ペグ穴に挿入します。ドリルガイドのピンホールを通して、3.2mm ドリル
でパイロットホールを作成します。PS ノッチカッティングジグを設置するために、ラウン
ドピンをドリルガイドを通して挿入します。

CR フェモラルトライアルを抜去し、PS ノッチカッティングジグをスレッドピンで固定し
ます。PS ノッチカッティングジグの M/L 幅はインプラントの M/L 幅と同じです。

        Instruments

スレッドピンで固定

ﾗｳﾝﾄﾞﾋﾟﾝ 75mmｽﾚｯﾄﾞﾋﾟﾝ
30 mm/50 mm

PS ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼﾞｸﾞPS ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼﾞｸﾞ
ﾄﾞﾘﾙｶﾞｲﾄﾞ

CR ﾌｪﾓﾗﾙﾄﾗｲｱﾙ

ラウンドピンで固定
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PS ボックスの準備

MDT
ﾌｪﾓﾗﾙ

ﾄﾗｲｱﾙｾｯﾄ

ﾓｼﾞｭﾗｰ式ﾊﾝﾄﾞﾙPS ﾘｰﾏｰ PS ﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾊﾟﾝﾁ

        Instruments

H.
PS リーマーをドリルに取り付け、PS ノッチ
カッティングジグの前方ガイドスロットに挿入
します。PS リーマーのストッパーが PS ノッ
チカッティングジグに完全に当たるまでリーミ
ングします。
後方のガイドスロットについても同様にリーミ
ングします。

スロット付ハンマーはパンチとインパクターの両方をカッティングジグから
外すのに使用します。

Reusable トライアル使用時

Modular Disposable Trial 
(MDT) 使用時

PS ボックスの準備

PS ﾉｯﾁｶｯﾃｨﾝｸﾞｼﾞｸﾞ
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ﾓｼﾞｭﾗｰ式ﾊﾝﾄﾞﾙPS ﾊｳｼﾞﾝｸﾞｲﾝﾊﾟｸﾀｰ ｽﾛｯﾄ付ｲﾝﾊﾟｸﾀｰ

        Instruments

PS ハウジングパンチをモジュラー式ハンドル
に取り付けます。前方のガイドスロットにパン
チを進めて残っている骨組織を取り除きます。
後方のガイドスロットも同様に行います。

PS ハウジングインパクターをモジュラー式ハ
ンドルに取り付けます。前方のガイドスロット
にインパクターを進めてすべての骨と軟部組織
が取り除かれていることを確認します。後方の
ガイドスロットも同様に行います。
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PS ボックスの準備

MDT
ﾌｪﾓﾗﾙ

ﾄﾗｲｱﾙｾｯﾄ

ﾃｨﾋﾞｱﾙﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ
ﾄﾗｲｱﾙﾊﾝﾄﾞﾙ

MDT
ﾃｨﾋﾞｱﾙ

ﾄﾗｲｱﾙｾｯﾄ

        Instruments

H.
Modular Disposable Trial (MDT) によるトライアル整復
PS ノッチカッティングジグとスレッドピンを取り外します。次に PS ボックストライア
ルをフェモラルトライアルに取り付けます。

PS ポストトライアルを脛骨インサートトライアルに取り付け、PS インサートトライアル
を完成させます。
ティビアルベースプレートトライアルハンドルを使用して、組み立てた PS インサートト
ライアルとティビアルベースプレートトライアルを骨切除した脛骨近位に挿入し、位置決
めします。
トライアル整復を実施して関節の安定性と可動域を評価します。
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        Instruments

PS ﾌｪﾓﾗﾙﾄﾗｲｱﾙ ﾃｨﾋﾞｱﾙﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ
ﾄﾗｲｱﾙ

PS ｲﾝｻｰﾄﾄﾗｲｱﾙ

Reusable トライアルによるトライアル整復
PS ノッチカッティングジグとスレッドピンを取り外します。次に PS フェモラルトライ
アルを取り付けます。

ティビアルベースプレートトライアルハンドルを使用して、PS インサートトライアルとテ
ィビアルベースプレートトライアルの両方を位置決めします。トライアル整復を実施して
関節の安定性と可動域を評価します。
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脛骨近位の準備

ﾍｯﾄﾞﾋﾟﾝﾃｨﾋﾞｱﾙﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ
ﾄﾗｲｱﾙﾊﾝﾄﾞﾙ

ﾃｨﾋﾞｱﾙﾄﾞﾘﾙｶﾞｲﾄﾞ

        Instruments

I.

ベースプレートトライアルにティビアルパンチガイドを取り付け、ティビアルドリルガイ
ドを挿入します。ティビアルドリルを止まるまで挿入し穴をあけ、ティビアルドリルガイ
ドを取り外します。

Modular Disposable Trial (MDT) 使用時
事前にマーキングした回旋方向にティビアルベースプレートトライアルを合わせ、
2 本のヘッドピンで固定します。

ヘッドピンで固定

MDT
ﾃｨﾋﾞｱﾙ

ﾄﾗｲｱﾙｾｯﾄ
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ﾃｨﾋﾞｱﾙﾊﾟﾝﾁｶﾞｲﾄﾞ ﾃｨﾋﾞｱﾙﾄﾞﾘﾙ ﾃｨﾋﾞｱﾙﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ
ﾄﾗｲｱﾙ

        Instruments

Reusable トライアル使用時

ヘッドピンで固定
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脛骨近位の準備

ﾃｨﾋﾞｱﾙﾊﾟﾝﾁ ﾃｨﾋﾞｱﾙﾊﾟﾝﾁﾊﾝﾄﾞﾙ ｽﾛｯﾄ付ﾊﾝﾏｰ

        Instruments

I.

ティビアルベースプレートトライアルに対応
するサイズのティビアルパンチを選択し、そ
れをティビアルパンチハンドルに取り付けま
す。

サイズ #0~#2

完全にかみ合う

サイズ #3~#4 サイズ #5~#7

ティビアルパンチがティビアルパンチガイドに完全にかみ合うまで、スロット付ハンマ
ーを使用してティビアルパンチを挿入します。

スロット付ハンマーでティビアルパンチアッセンブリーを取り外し、ティビアルパンチ
ガイドを抜去します。

Modular Disposable Trial (MDT) 使用時

MDT
ﾃｨﾋﾞｱﾙ

ﾄﾗｲｱﾙｾｯﾄ
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ﾃｨﾋﾞｱﾙﾊﾟﾝﾁｶﾞｲﾄﾞ ｽﾛｯﾄ付ﾊﾝﾏｰ ﾍｯﾄﾞﾋﾟﾝ

        Instruments

サイズ #0~#2

完全にかみ合う

サイズ #3~#4 サイズ #5~#7

Reusable トライアル使用時
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オンセットパテラの準備

ｷｬﾘﾊﾟｰ 3.2mm 径ﾄﾞﾘﾙｵﾝｾｯﾄﾊﾟﾃﾗｻｲｼﾞﾝｸﾞﾘﾝｸﾞ

        Instruments

J.
膝蓋骨のサイジングおよび骨切除
膝を完全に伸展させ、膝蓋骨を慎重に翻転します。膝蓋骨の境界に隣接する余分な軟骨と
骨棘を取り除きます。キャリパーを使用して膝蓋骨の前後の寸法を測定します。

オンセットパテラサイジングリングを使用して骨被覆率を評価
し、最適なサイズを選択します。
最適なサイズを選択したら、膝蓋骨の内側稜の中心にサイジン
グリングの中央の穴を合わせ、位置決めを行います。
3.2mm 径ドリルで慎重に穴を開けて、インプラントを設
置する中心に印を付けます。
ドリルで開ける穴の深度は、選択したインプラント
サイズ の厚さよりわずかに深くする必要があり
ます。

オンセットパテラサイジングリング径 : 
26,29,32,35,38,41,44 mm 
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オンセットパテラの準備

ｵﾝｾｯﾄﾊﾟﾃﾗ ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ ｵﾝｾｯﾄﾊﾟﾃﾗｽﾀｲﾗｽ

        Instruments

J.
オンセットパテラ スタイラスをオンセットパテラ リセクションガイドに取り付け、膝蓋骨
の最高点からの適切な骨切除量を確認することができます。オンセットパテラスタイラス
のクイックダイヤルを回し、インプラントの厚さに対応する適切な骨切除量を選択します。

切除ガイドを握って膝蓋骨をしっかり掴みます。

オンセットパテラコンポーネント

直径

厚さ

Size XS S M L XL

厚さ 7 8 8.5 9 9.5

直径 26 29 32 35 38

Unit : mm
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オンセットパテラの準備

ｵﾝｾｯﾄﾊﾟﾃﾗ ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ ﾊﾟﾃﾗﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ

        Instruments

J.
膝蓋骨の骨切りはスロットアタッチメントの有無を問わず行うことができます。

必要に応じて、適切なサイズのパテラプロテクター
を設置し、一時的に骨切り面を保護します。
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オンセットパテラの準備

ｵﾝｾｯﾄﾊﾟﾃﾗﾄﾞﾘﾙｶﾞｲﾄﾞ ﾊﾟﾃﾗｸﾗﾝﾌﾟ

        Instruments

J.
膝蓋骨の準備およびトライアル
オンセットパテラドリルガイドをパテラクランプに取り付けます。

ドリルガイドの中央の穴を事前に開けた穴に合わせます。クランプのハンドルを握り、ク
ランプを膝蓋骨に固定します。
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オンセットパテラの準備

ｵﾝｾｯﾄﾊﾟﾃﾗﾄﾞﾘﾙｶﾞｲﾄﾞ ｷｬﾘﾊﾟｰｵﾝｾｯﾄﾊﾟﾃﾗﾍﾟｸﾞﾄﾞﾘﾙ ｵﾝｾｯﾄﾊﾟﾃﾗﾄﾗｲｱﾙﾊﾟﾃﾗｸﾗﾝﾌﾟ MDT
ｵﾝｾｯﾄﾊﾟﾃﾗ
ﾄﾗｲｱﾙｾｯﾄ

        Instruments

J.
オンセットパテラペグドリル（5.5mm 径）で 3 つのペグ穴を開けます。リリースボタン
を押してクランプを外します。

オンセットパテラトライアルを開けたペグ穴に合うように設置し、再建した膝蓋骨の AP
の厚さを確認します。

リリースボタン
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インプランテーション

PS
または

CR ﾌｪﾓﾗﾙﾄﾗｲｱﾙ

ﾃｨﾋﾞｱﾙﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ
ﾄﾗｲｱﾙ

PS
または

CR ｲﾝｻｰﾄﾄﾗｲｱﾙ

ｵﾝｾｯﾄﾊﾟﾃﾗﾄﾗｲｱﾙ

        Instruments

K.
最終のトライアル整復
フェモラルトライアル、ティビアルベースプレートトライアル、ティビアルインサートト
ライアル、およびオンセットパテラトライアルをそれぞれ切除した骨表面に設置します。
関節の緩みと可動域をテストし、筋肉と靭帯が伸展・屈曲時にどのように作用するか反応
を観察します。
軟部組織の緊張を調整し、関節の安定性と可動性が理想的であることを確認します。すべ
てのトライアルを取り除き、切除した骨表面を洗浄します。
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インプランテーション

        Instruments

K.
大腿骨コンポーネントの固定
大腿骨コンポーネントおよび骨切除した大腿骨遠位表面に骨セメントを混合して塗布しま
す。準備された大腿骨遠位部に対し、フェモラルドライバーで大腿骨コンポーネントを挿
入します。

モジュラー式ハンドルにフェモラルインパクターを取り付け、大腿骨コンポーネントを適
切な位置にはめ込むため、しっかりと打ち込みます。キュレットのような器具を使用して、
はみ出した余分なセメントを取り除きます。

ﾌｪﾓｱﾙﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ ﾓｼﾞｭﾗｰ式ﾊﾝﾄﾞﾙﾌｪﾓﾗﾙｲﾝﾊﾟｸﾀｰ

 �Caution:  
      �フェモラルドライバーはインプラントの位置決めを行

うためのものであり、最終的な打ち込み用ではありま
せん。器械の破損を避けるため、優しく衝撃を与えて
ください。
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インプランテーション

        Instruments

K.
脛骨コンポーネントの固定
脛骨コンポーネントおよび骨切除した脛骨近位表面に骨セメントを混合して塗布します。 
準備された脛骨表面上の所定の位置に脛骨コンポーネントを徒手的に挿入します。 

モジュラー式ハンドルにティビアルベースプレートインパクターを取り付け、脛骨コンポ
ーネントを適切な位置にはめ込むため、しっかりと打ち込みます。 

キュレットのような器具を使用して、はみ出した余分なセメントを取り除きます。

ﾃｨﾋﾞｱﾙﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ
ｲﾝﾊﾟｸﾀｰ

ﾓｼﾞｭﾗｰ式ﾊﾝﾄﾞﾙ
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インプランテーションK.
パテラコンポーネントの固定
パテラコンポーネントおよび骨切除した膝蓋骨表面に骨セメントを混合して塗布します。 
準備された膝蓋骨表面上の所定の位置にパテラコンポーネントを徒手的に挿入します。 

パテラセメントクランプアダプターをパテラクランプに取り付けます。クランプを押し下
げ、パテラコンポーネントを膝蓋骨表面にしっかりと固定します。セメントが硬化するま
でクランプを所定の位置に残します。 

キュレットのような器具を使用して、はみ出した余分なセメントを取り除きます。

        Instruments

ﾊﾟﾃﾗｾﾒﾝﾄｸﾗﾝﾌﾟ
ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

ﾊﾟﾃﾗｸﾗﾝﾌﾟ
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インプランテーション

        Instruments

K.
ティビアルインサートの固定
最終的なティビアルインサートを挿入する前に、適切なインサートトライアルをベースプ
レートの上に置き、適切なインサートの厚さと関節の安定性を確認します。

最初に脛骨インサートを徒手的にティビアルベースプレートに挿入することをお勧めしま
す。
ロック機構がかみ合ったことを確認したら、ユニバーサルインパクターを使用してインサ
ートを完全に打ち込みます。最終的にすべてのインプラントが完全にはまっているか目視
で確認します。

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｲﾝﾊﾟｸﾀｰ ﾓｼﾞｭﾗｰ式ﾊﾝﾄﾞﾙ
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CMA ベースプレート用のオーギュメントおよびエクステン
ションステムの準備 
( オプションの CMA オーギュメントおよびエクステンションステムトレイ使用）

U2 Knee には、中程度の脛骨欠損に対処するためのオプションの CMA 器具トレイが組み
込まれています。

切除した脛骨表面にティビアルベースプレートトライアルを乗せ、回旋方向を合わせ、2
本のヘッドピンでベースプレートトライアルを脛骨近位に固定します。CMA 用ツイスト
ドリル 3.2mm を使用して、ベースプレートトライアルの下の中央トンネルから慎重に穴
を開けます。ベースプレートトライアルの適切なサイズに従って、マークした深度に到達
したらドリリングを停止します。近位脛骨面の中央の溝は、垂直方向に切除基準として作
られています。 

付録

ﾃｨﾋﾞｱﾙﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ
ﾄﾗｲｱﾙ

ﾍｯﾄﾞﾋﾟﾝ CMA 用ﾂｲｽﾄﾄﾞﾘﾙ 3.2mm

        Instruments

#0 #2
#4

#6

 �Caution:   
	� 軟部組織の損傷を避けるため、マーク

した深度を超えてドリリングしないで
ください。
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ティビアルオーギュメント リセクションガイド（左または右）とティビアルオーギュメン
ト リセクションガイド アダプターをティビアルベースプレートトライアルに取り付けま
す。

スレッドピンを用いて、ティビアルオーギュメント リセクションガイドを脛骨に固定しま
す。次に、ティビアルオーギュメント リセクションガイド アダプターとベースプレートト
ライアルを取り外します。

付録

        Instruments

ﾃｨﾋﾞｱﾙﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ
ﾄﾗｲｱﾙ

ﾃｨﾋﾞｱﾙｵｰｷﾞｭﾒﾝﾄ
ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ

ｽﾚｯﾄﾞﾋﾟﾝ
30mm/50mm

ﾃｨﾋﾞｱﾙｵｰｷﾞｭﾒﾝﾄ
ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

スレッドピンで固定

回転させて固定
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5mm オーギュメント用のガイド上部の平面または 10mm オーギュメント用のスロットを
基準にして水平面の骨切りを行います。オステオトームまたはレシプロソーで脛骨近位面
の上部にある中央の溝を基準にして垂直の骨切りを行います。

適切なティビアルオーギュメントトライアルをテ
ィビアルベースプレートトライアルの裏側に装着
し、2 本のヘッドピンで切除した脛骨表面に組み
合わされたトライアルを固定します。

次に CMA 用ティビアルドリルガイドをベースプ
レートトライアルに取り付けます。

付録

ﾃｨﾋﾞｱﾙﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ
ﾄﾗｲｱﾙ

ﾃｨﾋﾞｱﾙｵｰｷﾞｭﾒﾝﾄ
ﾄﾗｲｱﾙ

ｽﾚｯﾄﾞﾋﾟﾝ
30mm/50mm

ﾍｯﾄﾞﾋﾟﾝﾃｨﾋﾞｱﾙｵｰｷﾞｭﾒﾝﾄ
ﾘｾｸｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ

CMA 用ﾃｨﾋﾞｱﾙﾄﾞﾘﾙｶﾞｲﾄﾞ

        Instruments

5 mm オーギュメント

10 mm オーギュメント
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脛骨コンポーネントの安定性を確保するため、遠位に 30mm の追加固定ができるエクス
テンションステムの使用をお勧めします。CMA 用ストレートステムドリルを CMA 用テ
ィビアルドリルガイドに挿入し、選択したベースプレートトライアルのサイズに応じて
「0-4」または「5-7」のマーキングに達するまでドリリングします。

その後、ドリルとドリルガイドを取り外します。手術手技 I. 脛骨近位の準備（P.43 または
P.44）に準じ、脛骨近位の準備を完了します。

付録

        Instruments

CMA 用ｽﾄﾚｰﾄｽﾃﾑﾄﾞﾘﾙ ﾃｨﾋﾞｱﾙﾊﾟﾝﾁCMA 用ﾃｨﾋﾞｱﾙﾄﾞﾘﾙｶﾞｲﾄﾞ ﾃｨﾋﾞｱﾙﾊﾟﾝﾁﾊﾝﾄﾞﾙ ﾃｨﾋﾞｱﾙﾊﾟﾝﾁｶﾞｲﾄﾞ

サイズ  5  - 7
サイズ  0  - 4



United Orthopedic

59

CMA 用スクリュードライバーアダプター T20 をドライバーハンドル 3/8" に取り付け、
決定したティビアルオーギュメントをベースプレートに取り付けます。 

スクリュードライバー HEX5 でベースプレートの底部にあるプラグを外します。
CMA 用ステムインパクターでエクステンションステムをベースプレートにしっかりと打
ち付け、ステムが固定されていることを確認します。

インプラントの固定を続けます。

付録

CMA 用ｽｸﾘｭｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ
T20

ｽｸﾘｭｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ HEX5ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ 3/8" CMA 用ｽﾃﾑｲﾝﾊﾟｸﾀｰ ｽﾛｯﾄ付ﾊﾝﾏｰ

        Instruments



60

オーダリングインフォメーション
U2 大腿骨コンポーネント

U2 脛骨コンポーネント

    Special Order Items

CR

Left Right

#1 2103-1310 2103-1410

#1.5 2103-1315 2103-1415

#2 2103-1320 2103-1420

#2.5 2103-1325 2103-1425

#3 2103-1330 2103-1430

#3.5 2103-1335 2103-1435

#4 2103-1340 2103-1440

#4.5 2103-1345 2103-1445

#5 2103-1350 2103-1450

#5.5 2103-1355 2103-1455

#6 2103-1360 2103-1460

#6.5 2103-1365 2103-1465

#7 2103-1370 2103-1470

PS

Left Right

#1 2103-3110 2103-3210

#1.5 2103-3115 2103-3215

#2 2103-3120 2103-3220

#2.5 2103-3125 2103-3225

#3 2103-3130 2103-3230

#3.5 2103-3135 2103-3235

#4 2103-3140 2103-3240

#4.5 2103-3145 2103-3245

#5 2103-3150 2103-3250

#5.5 2103-3155 2103-3255

#6 2103-3160 2103-3260

#6.5 2103-3165 2103-3265

#7 2103-3170 2103-3270

CMA

#1 2203-3210 

#2 2203-3220 

#3 2203-3230 

#4 2203-3240 

#5 2203-3250 

#6 2203-3260 

#7 2203-3270 

A/P M/L

#1 42 63

#2 44.5 66

#3 47 69

#4 49.5 72

#5 52.5 76

#6 55.5 80

#7 58.5 84

Unit : mm

A/P M/L

#1 52 56

#1.5 54 58

#2 56 60

#2.5 58 62

#3 60 64

#3.5 62 66

#4 64 68

#4.5 66 70

#5 68 72

#5.5 70 74

#6 72 76

#6.5 74 78

#7 76 80

Unit : mm

A/P

M/L

M/L

A/P
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オーダリングインフォメーション
ティビアルインサート（CR）

    Special Order Items

E-XCR #1 #2 #3 #4 #5 #6 #7

E-XPE

9 mm 2303-1811 2303-1821 2303-1831 2303-1841 2303-1851 2303-1861 2303-1871

11 mm 2303-1812 2303-1822 2303-1832 2303-1842 2303-1852 2303-1862 2303-1872

13 mm 2303-1813 2303-1823 2303-1833 2303-1843 2303-1853 2303-1863 2303-1873

15 mm 2303-1814 2303-1824 2303-1834 2303-1844 2303-1854 2303-1864 2303-1874

18 mm 2303-1815 2303-1825 2303-1835 2303-1845 2303-1855 2303-1865 2303-1875

ティビアルインサート（XUC）

E-XUC #1 #2 #3 #4 #5 #6 #7

E-XPE

9 mm 2303-1711 2303-1721 2303-1731 2303-1741 2303-1751 2303-1761 2303-1771

10 mm 2303-1716 2303-1726 2303-1736 2303-1746 2303-1756 2303-1766 2303-1776

11 mm 2303-1712 2303-1722 2303-1732 2303-1742 2303-1752 2303-1762 2303-1772

12 mm 2303-1717 2303-1727 2303-1737 2303-1747 2303-1757 2303-1767 2303-1777

13 mm 2303-1713 2303-1723 2303-1733 2303-1743 2303-1753 2303-1763 2303-1773

15 mm 2303-1714 2303-1724 2303-1734 2303-1744 2303-1754 2303-1764 2303-1774

18 mm 2303-1715 2303-1725 2303-1735 2303-1745 2303-1755 2303-1765 2303-1775

ティビアルインサート（PS）

E-XPS #1 #2 #3 #4 #5 #6 #7

E-XPE

9 mm 2303-3811 2303-3821 2303-3831 2303-3841 2303-3851 2303-3861 2303-3871

10 mm 2303-3816 2303-3826 2303-3836 2303-3846 2303-3856 2303-3866 2303-3876

11 mm 2303-3812 2303-3822 2303-3832 2303-3842 2303-3852 2303-3862 2303-3872

12 mm 2303-3817 2303-3827 2303-3837 2303-3847 2303-3857 2303-3867 2303-3877

13 mm 2303-3813 2303-3823 2303-3833 2303-3843 2303-3853 2303-3863 2303-3873

15 mm 2303-3814 2303-3824 2303-3834 2303-3844 2303-3854 2303-3864 2303-3874

18 mm 2303-3815 2303-3825 2303-3835 2303-3845 2303-3855 2303-3865 2303-3875
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オーダリングインフォメーション
パテラコンポーネント

    Special Order Items

XS S M L XL

E-XPE 2403-5210 2403-5220 2403-5230 2403-5240 2403-5250

Thickness 7 8 8.5 9 9.5

Diameter 26 29 32 35 38

Unit : mm

#1 #2 #3 #4 #5 #6 #7

5 mm 2803-5211 2803-5221 2803-5231 2803-5241 2803-5251 2803-5261 2803-5271

10 mm 2803-5212 2803-5222 2803-5232 2803-5242 2803-5252 2803-5262 2803-5272

Ø14 x 30 mm

2703-5003

オンセットパテラ

直径

厚さ

Reference
[1] �Data held on file. United Orthropedic Corporation

ティビアルオーギュメント エクステンションステム
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